ｋ
﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽﷽業の満足度に影響を与える要因について































































































○○○○○○○○○○○○○○○タイトル
○○○○○○○○○○○○○○○○○副題
静岡　太郎　（○○大学　○○部局名）
1. 問題と目的
　本論文の目的は，○○。本文のフォントサイズは10.5p。フォントは，MS P明朝。句読点は，「（，）全角カンマと（。）丸」に統一。見出しに付いては，太字(ボールド)利用。
2. 方法
 2.1.　見出し　
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
 2.2.　見出し
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○脚注は，Noをつけて文末へまとめる○○○○○○[1]。
3. 結果
 3.1.　見出し
 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○（図1）。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。表1は○○○○○○○○○○。
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図1　図のタイトル（テキストボックス利用可）
表4　クラスサイズ（受講生数）と各項目の相関係数
[image: image2.emf]FHE TRREE =/IME =KfE

BALN 7.25 0.85 410 8.60
2 6.74 0.95 3.50 8.40
EZMI3 7.00 0.74 4.60 8.50
4 7.26 0.78 4.80 8.80
RIS 7.33 0.75 3.70 8.40
Fkf6 7.13 0.63 470 8.70
M7 6.64 0.80 430 8.40
&8 7.31 0.52 5.50 8.60
BLilS) 7.19 0.62 5.20 8.40
=&f10 6.84 0.65 5.30 8.20
B4k 7.14 0.62 5.20 8.50
ERR12 6.78 0.82 3.50 8.60
ERRI13 7.09 0.78 4.40 8.60
&4 6.90 0.87 4.00 8.80

R[5 6.80 0.93 4.00 8.80










平均値 標準偏差 最小値 最大値

設問１ 7.25 0.85 4.10 8.60

設問２ 6.74 0.95 3.50 8.40

設問３ 7.00 0.74 4.60 8.50

設問４ 7.26 0.78 4.80 8.80

設問５ 7.33 0.75 3.70 8.40

設問６ 7.13 0.63 4.70 8.70

設問７ 6.64 0.80 4.30 8.40

設問８ 7.31 0.52 5.50 8.60

設問９ 7.19 0.62 5.20 8.40

設問10 6.84 0.65 5.30 8.20

設問11 7.14 0.62 5.20 8.50

設問12 6.78 0.82 3.50 8.60

設問13 7.09 0.78 4.40 8.60

設問14 6.90 0.87 4.00 8.80

設問15 6.80 0.93 4.00 8.80


4．　考察
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○。
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脚注
1) 脚注はここにまとめる。フォントサイズ10.5p。
2) 図のタイトルは図下。
3) 表のタイトルは図上。
4) 図表が2段をまたいでもよい。その場合は，テキストボックスなどを利用すること。
5) 図表が多い場合，1pを図表専用に利用することも可能。
